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～ 障 害 者 が 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 を 目 指 し て ～ 

 
  

 

社会福祉法人ゆっこら理事長 杉江 彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  社会福祉法人ゆっこら第 5期役員・評議員名簿（敬称略） 
 (理事中、太文字の方は評議員を兼任。★印の方は新任。平成２5年 3月８日現在) 

 氏  名 役  職 (職業を含む)  氏  名 役職 (職業を含む) 

理事長 杉江   彰 社会福祉法人ゆっこら理事長 評議員 猪瀬    厚 ふれんず施設長 

理 事 糸賀   淳 行政書士 NPO法人役員 〃 遠藤 むつよ 茨城県障害者相談員 

〃 植松 和俊★ 花農場施設長 〃 大久保タイ子★ 古城の家施設長 

〃 長瀬紀一郎★ 龍ケ崎地方家族会会長 〃 柴      眞 やすらぎの会副会長 

〃 西村  庚二 社会福祉法人ゆっこら統轄会計責任者 〃 竹之内 啓吾 龍ケ崎地方家族会副会長 

〃 平山  勝代 精神保健ボランティア組織さくらの会代表 〃 塚本   武志 やすらぎの会会長 

〃 松橋  和枝★ ともだち村施設長 〃 三輪  正行★ 精神保健福祉士 

監 事 秋元   猛 税理士 〃 吉田   満輝 ゆうあいワークイン施設長 

〃 渡辺  正春 社会福祉法人かがやけ福祉会前理事長    

第 4期で退任された方 ≪理 事≫ 草薙進郎 秦靖枝 山本光明            

    〃       ≪評議員≫ 草薙進郎 栗山淳 菅原正子 須藤京子 秦靖枝 

 平成 25 年度（2013 年度）からは、ゆっこらは

第５期に入りました。２年後の期末は 10周年を迎

えることになります。ときの流れは速いと感じて

います。第５期も引き続き杉江が理事長に選出さ

れました。今期は理事で３名の方、評議員で５名

の方が退任されました。今期の役員・評議員の方々

は下欄の一覧表にある陣容です。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 今年度は、就労継続支援Ｂ「ともだち村」から、

つくば市部分が独立して、新たに就労継続支援Ｂ

「フレッシュグリーン」を発足する準備をすすめ

ています。つくば市谷田部の老人福祉センター内

の地域活動支援センター「わかば」は現在地のま

まですが、「フレッシュグリーン」は谷田部の近く

に新たに事業所を構えます。仕事内容は、これま

でのクッキー、パン、ジャム、プリン等に加え、

あらたに花の栽培・販売を予定しています。将来

的には農業（畑等）も考えています。「花農場」か

らの援助も受けて、さらなる工賃アップをめざし

ます。 

また４ページの元山本施設長の別掲あいさつに

ありますように、これまでゆっこらで事業展開し

てきた「ほっとピア工房」が 25年度からＮＰＯほ

っとピアとして独立した形で運営されます。「ほっ 

 

 

 

 

とピア」は今後牛久市に限定した障害福祉サービ

ス事業を展開することになります。今回退任され

た、秦、山本、須藤の各氏もＮＰＯ役員になって

います。利用者・職員・場所等も牛久市のご理解

でこれまでと変更なく使用できる状態で移行し

ました。 

ゆっこらの事業は、龍ケ崎市（稲敷市、河内町、

利根町を含む）、つくば市、つくばみらい市での

展開となります。もちろん福祉サービス事業は市

町村を問わず利用できますので、利用者から選択

される魅力ある事業所となるよう、お互い切磋琢

磨する関係となります。 

 社会福祉法人ゆっこらは、ほっとして安心でき

る居場所（地域活動支援センター）、意欲をもっ

て働ける場所（就労継続支援事業所）、地域で安

心して暮らしていける住まいの保障（グループホ

ーム等や地域活動支援センターの支援）、という

３点セットを３つの市につくれるようがんばっ

てきました。利用者は、年を追うごとに想定以上

に増えてきましたが、それでも外へなかなか出ら

れない精神障害の方々、行く場のない他障害の

方々を考えると、この地域でなすべき仕事はまだ

まだあります。引き続きのご支援、叱咤激励をお

願いいたします。 
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松永典子 (ボランぺの家世話人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 印象深かったのは、「いつまでも友達だよ」とハ

イタッチをするところでした。 

ダンスは終わり、菓子とお茶の時間になり、みん

なでお茶やお菓子を食べてゆっくりしました。ひま

わり学園の人からは「ダンスたのしい」の声が多か

ったです。   

お茶の時間も終わり、今度ダンスをするときは

「ＡＫＢ４８のヘビーローテーション」が良いとい

うことになりました。 

猪瀬さんが「最後に、阿部先生に大きな拍手を！」

と言い、みんなで拍手をして終わりました。 

またこのような企画があれば、世の中には、色々

な人がいて勉強できるので、参加して、自分を豊か

にしたいと思いました。 

1 月 16 日、昨年、実習生としてこられた阿部

久留美さんが、ボランティアでダンスを教えてく

れることになり、しかも、ひまわり学園と合同で

やることになりました。 

 午後 1 時になり、車でゆっこらを出発し会場の

ひまわり学園に着きました。ひまわり学園は谷田

部のうおまつ近くに立地していて、立派な施設だ

と思いました。 

2階に上がり、靴を履き替えてダンス室に入りま

した。みんながそろい、阿部さんが「今日は宜し

くお願いします」と挨拶をして始まりました。  

曲は、去年ドラマで放送された「まるものおき

て」でした。みんなで阿部さんの指導の下、マル

マルモリモリと見様見まねでダンスをしました。 

 ひまわり学園の人は真剣に踊っている人、床に

寝ていたり、走ったりとバラバラでした。途中ま

では順調でしたが、みんなスピードが速いと言い、

後ろからの「疲れたー」の一言に阿部さんが「休

憩を取りましょう」と機転を聞かせてくれました。 

後半に入り、2人１組でやる箇所があり、私はＩ.

Ｋ.さんと組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              

 

古
城
の
家 

成
島 

利
明 

 

僕
は
龍
ケ
崎
市
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

「
古
城
の
家
」
に
住
ん
で
い
ま
す
。
古
城
の
家 

で
の
暮
ら
し
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
中
は
、
花
農
場

本
部
で
の
仕
事
と
、
古
城
の
家
分
室
で
の
ラ
ベ
ル
取
り
と
か
ご
洗
い

の
仕
事
を
一
週
間
交
代
で
し
ま
す
。 

 

あ
と
、
外
出
と
し
て
、
主
治
医
の
先
生
に
許
可
を
も
ら
っ
た
ら
、

お
母
さ
ん
の
お
見
舞
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
今
、
何
か
作
り
た
い
気
持
ち
な
の
で
、
プ
ラ
モ
デ
ル
や
、

折
り
紙
ロ
ボ
ッ
ト
や
プ
ラ
モ
デ
ル
直
し
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。 

 

古
城
の
家
で
は
、
土
日
は
あ
ま
り
お
金
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し

て
、
出
か
け
な
い
で
、
晴
れ
た
日
に
は
布
団
を
干
し
て
、
窓
を
開
け

て
、
換
気
を
し
て
、
掃
除
を
し
ま
す
。
洗
濯
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。 

 

係
り
活
動
と
し
て
、
一
週
間
交
代
で
色
々
な
分
担
に
分
か
れ
ま

す
。
僕
の
好
き
な
係
り
は
ゴ
ミ
係
と
食
事
係
で
す
。
清
掃
場
所
も
そ

の
月
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
僕
の
好
き
な
清
掃
場
所
は
ト
イ
レ
と

廊
下
で
す
。
一
か
月
の
楽
し
み
と
し
て
は
、
給
料
日
の
時
に
食
事
会

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
月
に
誕
生
者
が
い
る
時
は
食
事
会
プ
ラ
ス
誕
生

会
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
ク
イ
ズ
を
や
っ
て
景
品
が
出
て
、
食
事
会

の
あ
と
カ
ラ
オ
ケ
も
考
え
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

将
来
の
夢
は
い
つ
ま
で
も
古
城
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
で
す
。
ま

た
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
僕

が
な
り
た
か
っ
た
の
は
主
夫
で
す
。
掃
除
や
洗
濯
や
皿
洗
い
が
好
き

で
、
今
は
こ
の
主
夫
に
な
り
た
い
で
す
。
父
は
コ
ッ
ク
さ
ん
で
、
母

は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
チ
ー
フ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
し
、
僕
も
つ
く
ば
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
、
わ
か
ば
や
、
き
の
こ
工
場
や
、
イ
ケ

ノ
ベ
第
二
工
場
な
ど
で
、
食
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。 

あ
と
絵
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
デ
ッ
サ
ン(

人
の
似
顔
絵)

を
教

え
て
く
れ
る
先
生
が
い
た
ら
習
い
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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                    就労継続支援Ｂ型花農場 サービス管理責任者 加瀬由子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆ
う
あ
い
ワ
ー
ク
イ
ン
指
導
員 

山
中 

愛 

二
月
二
十
一
日
、
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
最

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
、
年
に
二
回
行

っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で
話
題
に
な
る
な
ど
、
み
ん
な
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
待
ち
遠
し
い
よ
う
で
し
た
。 

今
回
の
参
加
者
は
総
勢
十
九
名
。
冬
晴
れ
の
青
空
の
下
、
車

二
台
に
分
か
れ
て
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。 

現
地
に
到
着
す
る
と
早
速
ボ
ー
ル
選
び
を
始
め
る
人
も
い

る
な
ど
、
み
ん
な
や
る
気
満
々
。
そ
し
て
そ
の
表
情
は
ど
こ
か

楽
し
げ
で
し
た
。 

準
備
を
終
え
る
と
職
員
の
掛
け
声
で
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
ま

っ
す
ぐ
投
げ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
、
残
念
な
が
ら

ガ
ー
タ
ー
の
人
も
何
名
か
い
ま
し
た
。
し
か
し
ゲ
ー
ム
が
進
む

に
つ
れ
て
調
子
を
上
げ
る
人
も
多
く
、
あ
ち
こ
ち
で
ハ
イ
タ
ッ

チ
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ど
う
し
て
も
真
っ
直
ぐ
投
げ
ら
れ
な
く
て
と
い
う
人
も
、
今

ま
で
つ
け
て
い
た
助
走
を
や
め
て
投
球
し
て
み
る
な
ど
工
夫

を
し
、
十
本
中
八
～
九
本
を
倒
せ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
と
て
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
と
な
り
、
ハ
イ
ス
コ
ア

は
な
ん
と
百
六
十
五
！
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
や
念
願
の
ス
ペ
ア

な
ど
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が 

り
ま
し
た
。 

今
大
会
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の 

は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
叩
き
出
し
た 

メ
ン
バ
ー
の
笑
顔
と
上
位
二
名
に 

贈
ら
れ
た
金
メ
ダ
ル
で
し
た
。 

「
ず
っ
し
り
重
い
よ
」
の
声
が 

心
に
残
り
ま
し
た
。 

 

餌作り 

 
 

１月中旬、「平成 24 年度茨城県障害者自立支援臨時特例交付金特別対策事業」の中の「備品・設備

の整備」補助金 500 万円を花農場が申請できることが判り、急きょ申請し無事交付決定通知をいただ

きました。準備期間は短かったのですが、新体系サービス等の基盤整備を図るという事業目的に適っ

た立派な設備整備を実施することができました。これで花農場は本格的な花苗生産業者として、高品

質な花苗を安定供給する道が拓け、メンバーの工賃アップにもつながっていくでしょう。 

（平成 23年度の基盤整備事業では、ともだち村が養鶏場の新設や機器整備を実施しています） 

園芸用アングルベンチ設置 
苗の高品質化、生産性向上 

４つのビニールハウスに特注のアングルベンチを設置し

ました。これまでは、廃校になった小学校で使われていた

古い机をいただき育苗・苗管理用の台としていましたが、

水が溜まり、温度管理が難しく、老朽化 

も課題となっていました。今回それらの 

問題が一気に解決し、本格的な園芸作業 

場となり、生産性向上が期待されます。 

ビニールハウス用遮光ネット設置 
真夏の苗管理のし易さ、作業環境の改善 

全ビニールハウスの内部に巻き取り式の遮光ネットを設

置しました。真夏のハウスの中はとても高温になります。

苗の生育にも影響する他、利用者や職員の作業環境として

も過酷な状態となります。遮光ネットの 

設置は熱中症予防対策にもなり、生産性 

向上のために大変有益な整備事業です。 

屋外電動可動式テント設置 
作業環境の改善 

花農場事務棟とビニールハウスの

間に、電動式テントを設置しました。

これにより真夏の作業を風通しの良

いテントの下で行うことができるよ

うになりました。 
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≪1～4月の活動から≫ 

★1/16 ふれんず ダンスレク交流
会→ｐ2に掲載  

★2/1～2/4 ともだち村 ナイスハ
ートバザールつくば会場に出
店。これまでの商品に加えてり
んごジャム、りんごグラッセも
販売。 

★2/15 ゆうあいワークイン フリ
フリグッパー体操 いちょうの会
の皆さんのご指導を頂き、曲に合
わせて楽しく体を動かしました。 

★2/20 ともだち村の養鶏場 秋に
入ったひな鳥たちが待ちに待っ
た｢初産み｣。卵の｢旬｣を迎えて
全体の産卵数も増えています。 

★2/21 ゆうあいワークイン ボウ
リング大会→Ｐ３に掲載 

★2/22 わかば 13名で筑波山へ梅
見に行ってきました。毎年雨続
きでしたが今年は天気も良く、
梅のほのかな香りを楽しむこと
ができました。 

★3/6 ふれんず・ともだち村共催
で日帰り研修、バスで横浜方面
へ。中華街で 本場の中華を満喫
し、赤レンガ倉庫でショッピン
グを楽しみました。 

★古城の家 毎週火・木の午後は卓
球と、市内のパワースポットを
捜してのウォーキングでいい汗
をかいています。 3/21 は般若
院のしだれ桜が満開でした。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会福祉法人ゆっこらの事業所 

★ 地域活動支援センター  
龍ケ崎地域活動支援センター“ゆうあいワークイン” TEL＆FAX ０２９７‐６４‐１３３５ 

つくば地域活動支援センター“わかば”     TEL＆FAX ０２９‐８３６‐８５４４ 

つくばみらい地域活動支援センター“ふれんず”  

 1)きらくやま本所       TEL＆FAX ０２９７‐５８‐３６７０ 

  2)板橋支所    TEL＆FAX ０２９７‐５８‐０４６６ 

★ 就労継続支援事業Ｂ型 

ともだち村  1）つくばみらい市   TEL＆FAX ０２９７‐５８‐５２０１ 

2）つくば市 （谷田部分室）       TEL＆FAX ０２９‐８３６‐８５４４ 

花農場(龍ケ崎市)    TEL ０２９７‐６４‐１３９３  FAX ０２９７‐８４‐６７１７ 

★ グループホーム・ケアホーム 
ボランペの家（つくばみらい市）           TEL＆FAX ０２９７‐５７‐０７５６ 

古城の家（龍ケ崎市）                    TEL＆FAX ０２９７‐８５‐４３０４ 

 
 
 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
花
農
場 

生
活
支
援
員 

津
村
亜
希
子 

三
月
一
三
日
（
水
）
利
用
者
一
四
名
と
職
員
七
名
で
つ
く
ば
に
あ

る
花
き
研
究
所
、
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
と
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
へ
行
き
ま
し
た
。
花
き
研
究
所
で
は
キ
ク
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

栽
培
研
究
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
栽
培
し
て
い
る
お
花
を

見
せ
て
頂
き
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

で
は
イ
チ
ゴ
狩
り
と
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
狩
り
は
ま
さ

に
旬
で
赤
く
て
大
き
な
い
ち
ご
を
み
ん
な
で
大
き
な
口
を
開
け
て

食
べ
ま
く
り
ま
し
た
が
、
採
っ
て
も
採
っ
て
も
あ
る
イ
チ
ゴ
に
誰
も

勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
温
泉
は
露
天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
も
あ
り
、
普
段

の
疲
れ
も
腰
痛
も
飛
ん
で
い
き
そ
う
な
お
湯
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

最
後
に
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
午
前
か
ら
吹
い

て
い
た
風
が
い
っ
そ
う
激
し
く
な
り
、
目 

も
開
け
て
い
ら
れ
な
い
程
の
砂
嵐
に
！
温 

室
の
ベ
ゴ
ニ
ア
・
ガ
ー
ベ
ラ
展
だ
け
を
見 

て
早
々
に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
風
に
は 

泣
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
程
通
り
終
え
る 

こ
と
が
出
来
、
と
て
も
充
実
し
た
一
日
を 

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
か
ら
来 

年
の
旅
行
が
楽
し
み
で
す
！
？ 

        

    
（
元
ほ
っ
と
ピ
ア
工
房
施
設
長
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
ピ
ア
理
事
長 

山
本 

光
明 

 

今
ま
で
、
牛
久
市
で
活
動
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
し
た

「
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
ピ
ア
工
房
」
は
社

会
福
祉
法
人
ゆ
っ
こ
ら
の
運
営
を
離
れ
て
平
成
二
五
年

四
月
一
日
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
っ
と
ピ
ア
の

運
営
に
変
更
し
、
独
立
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
法
人
ゆ
っ
こ
ら
は
、
平
成
一
八
年
に
家
族
会

が
協
力
し
て
立
ち
上
げ
て
四
市
に
跨
る
広
域
（
つ
く
ば

市
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
・
龍
ヶ
崎
市
・
牛
久
市
）
で
事
業

が
拡
大
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。 

ほ
っ
と
ピ
ア
が
独
立
す
る
経
緯
と
致
し
ま
し
て
は
、
市

町
村
単
位
（
牛
久
市
）
で
、
自
助
・
公
助
・
共
助
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
達
の
暮
ら
す
地
域
の
問
題
は

自
分
達
の
地
域
で
解
決
す
る
環
境
を
模
索
し
形
成
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
活
動
範
囲
を
限
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
密
着
で
当
事
者
や
地
域
、
行
政
等
と

と
も
に
様
々
な
課
題
に
向
き
合
い
、
地
域
の
実
状
に
応
じ

た
支
援
体
制
を
形
成
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
の
下
、

評
議
委
員
会
・
理
事
会
に
て
ご
審
議
戴
き
ま
し
た
。 

今
回
の
独
立
に
関
し
て
、
理
事
長
は
じ
め
本
部
の

方
々
、
関
係
者
の
皆
々
様
に
は
寛
大
な
ご
理
解
と
多
大
な

ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す 

と
同
時
に
、
目
指
す
方
向
を
一
に
す
る
も
の
と
し
て
、
今

後
も
変
わ
ら
ぬ
協
力
関
係
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
々
様
に

改
め
て
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
社
会
福

祉
法
人
ゆ
っ
こ
ら
の
益
々
の
ご
発
展
と
ゆ
っ
こ
ら
に
関

わ
る
全
て
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。 

                            

 


